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されている。C群レースの分離率からゑると本年は1965

年以前の状態になってきているのでなかろうかと考えら

れる。筆者らは1969年の調査時におけるC-8!の異常な

増殖は当時栽培されていた品種の面からでは説明が困難
'.~号j

で,C-8の菌に病原力の強い:ものが多い結果であろう
－1〕．

と考えたが本年のC-8の分離率は県全体で23%であ

り，1969年の60％よりかなり低い分離率であった。この

ことから℃－8の異常な増殖はC群レースを選択的に増

殖させる圧~ル品種の栽培面積が多い条件の下でおこり

うることであって，庇-た.品種の栽培面積が減少するに

つれてC-8も減少じてきたものであり，栽培品種の抵

抗性遺伝子の差異がレースの分布を支配する最大要因で
あるといえよう。

次に魔-f品種の栽培面積率の動向とそれを侵しうる

レースの変動をゑると第4図に示すとおりである。

励品種になり栽培面積は急激に増加し，1974年には27.4

％になった。1969年にはH-f品種を侵しえないレース

(N-2,N-4,c-8,c-3等）が全体の90%を占

めていたのであるから五百万石，コシホマレ，トドロキ

ワセなどの品種は圃場において強い抵抗性をしめしたと

ゑられる。しかし本年は45％が変-f品種を侵しうるレ

ース(N-1,C-1)になり，それだけ罹病する可能性

が高くなったと考えられ，魚沼地方等で多発した事例が

観察されている。H-i品種とそれを侵しうるレースの

関係は，庇-た品種とCレースの場合とまったく同じ経

過をたどっているものと考えられる。
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要約

抵抗性遺伝子庇-たをもつ品種（圧-た品種）の栽培

面積が減少して座-iをもつ品種("-j品種）の栽培面

積が増加している新潟県において’'9水田に発生したい

もち病菌レースの調査をしたところ,N-1>N-2>

C-8>C-1>N-4=C-3の順にレースが分離され，

N群レースが全体の69％を占めた。1969年の調査時に比

しレース栂成が大きく変動していることがわかり，この

変動の原因を栽培品種の面から考察した。
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第4図魔-2品種の年次別栽培面積率とそれ
を侵しうるレースの推移

R-f品種は1969年までは約5%であって，この当時栽
培されていた変-i品種は山ひびき，五百万石等であっ
たが,1970年以降はコシホマレ，トドロキワセが県の奨

イネいもち病菌の侵入に関する予察的研究
|Ⅳ接種胞子濃度が侵入率に及ぼす影響

吉野嶺一（北陸農業試験場）
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いもち病菌の胞子濃度を変えて接種した場合に生ずることを示していると報告している。しかし，アルカリヨ》

病斑数に関して，小林らは濃度が高いほど病斑数は多い処理ラクトフェノール法によって，イネ葉面上に形成さ
が，その墹加程度は胞子数の墹加に比較して小さいことれている付瀞器からの菌糸侵入を調査していると，付芯1）

を報告し,瞳yOsawaetalは1mZ中3×104．以上に胞器が1ケ所に多数集まって存在している場合の侵入率
子数を埴加させると病斑数がかえって減少し，これは胞が，散在している場合の侵入率よりも高いのではないか
子の「濃度効果」すなわちself-inhibitionが存在すると考えさせられる時が多い。そこで，胞子濃度が侵入率
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